
2024年9月22日（日）17:00
場所：オンライン会議システムzoom

議事次第

１．開会（司会：　　　　　　　　）

２．理事長挨拶：

３．総会成立の確認 （報告：奥野玉紀）

出席 欠席・委任状提出
正会員 13 22 20 55
比率 23.6% 40.0% 36.4% 100%

63.6%

４．議長の選出：

５．議事録署名人の選出：

６．議事（審議事項）

７．質疑、意見等

８．閉会

特定非営利活動法人日本ガラパゴスの会　第19期通常総会議事

返信あり
返信なし 計

総会特別企画：清水善和理事長 駒澤大学退官記念講演「東洋のガラパゴスの植物たち」18:30～

　6.2. 第２号議案：第20期（2024年７月１日～2025年６月３０日）事業計画および収支予算
　6.1. 第１号議案：第19期（2023年７月１日～2024年６月３０日）事業報告および収支報告

奥野 玉紀
全ての議案は満場一致で可決しました。
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第 19 期 2023 年度（2023 年 7 月 1 日～2024 年 6 月 30 日）事業報告 

第18期の事業報告は、以下のとおりである。 

※「担当」は、理事/監事/ボランティアを記載した（敬称略）。 

 

(1) ガラパゴスに関連する環境教育及び普及啓発に係る事業 

① 「ガラパゴス写真コンテスト2023」開催（9月）。応募作品数25点。ガラパゴスの高校生〜大学生も応募した。

選考は総会後に参加者の投票にて最優秀賞1点、優秀賞12点を決定。うち5点がガラパゴスの若者写真家クラ

ブの作品だった。 

② 「ガラパゴスカレンダー2024」制作・頒布。コンテスト優秀賞作品を採用。11月下旬に500部印刷完成。12月

頭に発送開始。ウェブショップ等で頒布151 部、会員配布102 部、講演先学校等に進呈約200 部。コンテスト

で優秀賞をとった現地の高校生やチャールズ・ダーウィン財団に送ることはできなかった（安全に安価で郵送

できる手段がなかった）。残り約40部ほど。制作担当：波形、里見、飯崎、奥野 

③ 普及活動（講演など）：第50回全国海外子女教育グローバル教育研究大会東京大会記念講演会（8/4）、自由の

森学園高校出張授業（埼玉8/6）、道城氏写真展トークイベント（目黒11/23）、UCCコーヒーアカデミー（青山

11/26）、インターナショナルクルーズカンパニー講演（国際フォーラム 12/5）、東京碧水会（東京都公立中学

校管理職の研究会）講演（台東12/9）、葛飾区中学校教育研究会冬季大会記念講演（1/24）、足立入谷小学校出

張授業（1/26）、練馬区中学校研究会国際理解教育講演（2/7）、目黒区立駒場小学校出張授業（東京2/20）、小

平市立小平第五小学校出張授業（3/1）、千寿桜小学校6年生授業＋学校公開（3/11）、ラジオ番組収録「身近

なことからSDGs」（放送は4月）、他、企業研修やオンラインでの講演など。 

④ コーヒープロジェクトの普及：ガラパゴスコーヒーの日本での売り上げが、ガラパゴスのコーヒー農家の保全

への協力を支えるプロジェクトで、賛同・協力してくださるカフェや珈琲店、企業へアプローチした。 

ガラパゴスコーヒーのプロモーションとして、エクアドル大使館よりイベントに招待されたり、販売させても

らったりした。昨年度から続いて、東京丸の内（株）丸善エントランスにて、ガラパゴスコーヒーの販売会を実

施した（7月6日〜9日）。UCC本社のコーヒーアカデミーでは講演と共に販売もした。 

(2) ガラパゴスに関連する情報の収集および提供に係る事業 

① メディア対応： テレビ局などの問い合わせにメールで回答した、他。 

② ホームページによる情報発信：今年度は更新をしていない。→人員不足 

③ SNSによる情報発信：Facebookにて、現地の情報を引用した情報の発信を行った。約40記事を発信。担当：波

形、奥野 

④ その他：8月 JICA広報誌のインタビュー、10月に発行。ウェブでも公開↓

https://jicamagazine.jica.go.jp/article/?id=202310_13s 

その他、企業や個別の問い合わせ対応、随時。 

(3) 生態系等の環境問題全般に関する情報の収集及び提供に係る事業 

 特になし。 

(4) ガラパゴスにおける環境保全活動の実施及び支援に係る事業 

１） チャールズ・ダーウィン財団（CDF）の保全活動を支援 

当会の仲介によるカシオ計算機株式会社と CDF との提携により、カシオより腕時

計 G-SHOCKの CDFコラボモデルが 3種類発売され、その売り上げの一部がロイヤ

ルティとして JAGAを通じてCDFに寄付された。これによって、チャールズ・ダー

ウィン財団が実施する保全活動を支援した（使途の限定なし）。また、毎年続いて

いるペンギン、コバネウ、アホウドリの生態調査を本年度も支援した。 

なお、カシオ計算機株式会社のウェブ上では、現在もこの 3モデルが販売中で、

また、同社とCDFとのコラボモデルの発売は、2024年度も計画されている。 

左から、ハンマーヘッドシャーク、

ゾウガメ、フィンチをモチーフに
した腕時計G-SHOCK 
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第 19 期 2023 年度（2023 年 7 月 1 日～2024 年 6 月 30 日）事業報告 

２） CDFスカレシア森林再生プロジェクト支援 

BESSフォレストクラブ、JAGA会員、一般の方、ガラパゴスコーヒーを購

入した珈琲店や消費者の方などからの寄付で、2023年度はイサベラ島高

地の高木スカレシア（コルダータ種）の森林再生事業を支援した。昨年ま

で支援していたサンタクルス島と同様、イサベラ島のスカレシアの森は、

高地の現在農耕地域になっている土地に広がっていたことから、チャー

ルズ・ダーウィン財団では農地の所有者（農家）と共に、外来植物の駆除

とスカレシアの植林をするプロジェクトを行っている。 

イサベラ島のスカレシアは、かつて1万 7千haに広がっていたが、今で

は残り数十株まで激減し、スカレシアは絶滅の危機に瀕している。またそ

こに営巣していた陸鳥の生息数も大きく減少している。CDF やガラパゴス

国立公園局では保護区での植林を進めているが、今回、土地を所有する農

家が苗を育て、試験的に植林を実施した。その種苗施設の建設費用や、苗

を生産する費用などに、寄付を使わせていただいた。残念ながら、エルニ

ーニョ現象の影響による多雨でせっかく建設した種苗施設が壊れてしま

うトラブルがあったが、2024年度には多くのスカレシアの苗が島民によって生産され、 

植えられる計画である。今後も賛同農家を増やし、参画を促していく。 

また、CDFから直接申請をした経団連自然保護基金の助成金が本年も採択され、 

支援が続いている（こちらは保護区内）。 

https://drive.google.com/file/d/1jBU-GHn2S1ekQunns5kh_8xAauNYSOzh/view?usp=sharing 

３） CDF視聴覚資料デジタル化プロジェクト支援 

2019年度より始まった本事業は、前田建設工業株式会社（東京）と JAGA会員の支援で、

4年目の事業である。デジタル化した資料が以下「ガラパゲアーナGALAPAGUEANA」サイ

ト（以下URL）にて公開されている（スペイン語と英語の2カ国語対応）。 

https://galapagueana.darwinfoundation.org/home.html 
また、オリジナルコンテンツを掲載した 15冊の 2 カ国語対応オープンアクセスデジタ

ル書籍も出版した（右図）。 

報告書全文は、以下または右の QRコードのリンクからご覧いただける。 

https://drive.google.com/file/d/1MSWmSMP_X9NXvYrwybKfgWCQ0S5Dfxz-

/view?usp=drive_link 

（5)ガラパゴスに関連する国際協力に係る事業 

ガラパゴスの市長らからの要請で、島でのゴミ処理について、情報収集および提供をした。 

(6)調査研究の実施、支援、及び研究者の支援に係る事業 

特になし 

(7)ガラパゴスに関連する諸機関の運営又は活動に関する連絡、助言、援助に係る事業 

東京都からの委託を受けて行っている「都とチャールズ・ダーウィン財団連携協定事業」については、2023年度の

事業は実施されなかった。2024年度の事業に対して、準備や情報収集を行っている。 

(8)その他、本会の目的を達成する上で必要な事業 

■企業との協働やコラボレーションの企画を進めた。 

■その他ファンドレイジングのための活動。 

【謝意】役員の皆様には、全ての活動をボランティアにてご協力いただいた（事務局担当の奥野以外）。また、赤間亜希さん、今野

杏里さん、飯崎晶子さんにも多大なご協力を頂いた。皆さま、ありがとうございました。 

CDF からの報告書は上の QR
コードまたはこちらの URL の
リンク先からご覧ください。 

スカレシアの苗を育てる農家の方 
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特定非営利活動法人日本ガラパゴスの会

科目

Ⅰ　経常収益

１　受取会費

正会員受取会費 260,000
その他会員受取会費：個人/団体協力会員、学生会員 365,000 625,000

２　受取寄付金

一般寄付 463,050
特定寄付：

BESSフォレストクラブ支援協賛金 1,000,000
カシオ計算機株式会社 4,078,800
前田建設工業株式会社 500,000
ペンギン基金 65,000 6,106,850

３　受取助成金 0 0

４　事業収益

普及啓発事業（コーヒー・カレンダー） 224,182
情報提供事業（講演・写真使用料など） 145,500 369,682

５　その他収益

受取利息 39 39

経常収益計 7,101,571 7,101,571 7,101,571
Ⅱ　経常費用

１　事業費

(1)　ガラパゴスに関連する環境教育及び普及啓発に係る事業
カレンダー事業、コーヒー事業、講演等 356,191

(2)　ガラパゴスに関連する情報の収集及び提供に係る事業
ホームページ、SNSによる発信と情報収集 136,554

(3)　生態系等の環境問題全般に関する情報の収集及び提供に係る事業
0 4,573,800

(4)　ガラパゴスにおける環境保全活動の実施及び支援に係る事業
１）チャールズ・ダーウィン財団活動支援 3,725,436
2)チャールズ・ダーウィン財団スカレシアの森林再生P支援 1,274,434
3)チャールズ・ダーウィン財団視聴覚資料デジタル化P支援 592,043

5,591,913

(5)　ガラパゴスに関連する国際協力に係る事業
0

(6)　ガラパゴスに関連する調査研究の実施、支援、及び研究者の支援に係る事業
0

(7)　ガラパゴスに関連する諸機関の運営又は活動に関する連絡、助言、援助に係る事業
東京都とチャールズ・ダーウィン財団連携協定事業 0

6,084,658

２　管理費

シェアオフィス利用費 137,060
事務局運営委託費 600,000
通信費 66,748
会議費 8,118
交通費 46,886
消耗品費 52,567
保険料 6,758
事務手続き費 10,992 929,129

経常費用計 7,013,787 7,013,787

当期経常増減額 87,784

法人税、住民税及び事業税 70,000
当期正味財産増減額 17,784
前期繰越正味財産額 3,444,476
次期繰越正味財産額 3,462,260

2023年度（第19期：2023年7月1日～2024年6月30日）活動計算書

金額（円）
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1.重要な会計方針
財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（2010年7月20日　2017年12月12日最終改正　NPO法人会計基準協議会）によっています。

(1)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込み方式によっています。

2.事業別損益の状況

事業別損益の状況は以下の通りです。 （単位：円）

　Ⅰ　経常収益

　　1.受取会費 625,000 625,000
　　2.受取寄附金 6,106,850 6,106,850 6,106,850
　　3.受取助成金等 0
　　4.事業収益 224,182 145,500 369,682 369,682
　　5.その他収益 39 39

　　　　　経常収益計 224,182 145,500 6,106,850 6,476,532 625,039 7,101,571
Ⅱ 経常費用
 1.事業費
(1)普及啓発事業 356,191 356,191 356,191
(2)情報収集提供事業 136,554 136,554 136,554
(4)保全支援事業

　　CDF保全活動支援 3,725,436 3,725,436 3,725,436
　　　スカレシア森林再生 1,274,434 1,274,434 1,274,434
　　　CDF資料デジタル化 592,043 592,043 592,043
2.管理費 600,000 600,000 329,129 929,129

経常費用計 356,191 136,554 6,191,913 6,684,658 329,129 7,013,787
（事業別）当期経常増減額 -132,009 8,946 -85,063 -208,126 295,910 87,784

3．使途が制約された寄付金等の内訳

（円）

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

0 1000000 1000000 0

4.役員及びその近親者との取引内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

（単位：円）

科目

（活動計算書経常収益）

・受け取り会費

・事業収益

（活動計算書経常費用）

：普及啓発事業

・管理費

2023年度　計算書の注記

科目
(1)普及啓発
事業

(2)情報提供
事業

(4)保全支援
事業

事業部門計 管理部門計 合計

特定非営利活動法人日本ガラパゴスの会

使途が制約された寄付金等の内訳（正味財産の増減及び残高の状況）は以下の通りです。

当法人の正味財産は3,462,260円ですが、そのうち使途が制約された財産はありません。

備考

BESSフォレストクラブ
支援協賛金

全額を、チャールズ・ダーウィン財団スカレシ
ア森林再生事業に使用しました。

55,000

0 500000 500000 0
前田建設工業株式会社

支援金

全額を、チャールズ・ダーウィン財団視聴覚資
料デジタル化事業に使用しました。

929,129 600,000

625,000

計算書類に計上された金額 うち役員および近親者との取り引き

70,000

356,191 208,900

369,682
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（単位：円）

Ⅰ　資産の部
１　流動資産
現金預金
現金 1,551
普通預金　みずほ銀行青山支店 1,343,083
普通預金　三井住友銀行渋谷駅前支店 1,224,183
郵便振替口座　ゆうちょ銀行 1,038,303
PayPay銀行 240,140

　流　動　資　産　合　計 3,847,260

２　固定資産
土地　　　　　所在　㎡ 0
建物　　　　　所在　㎡ 0
車両運搬具　　乗用車　台 0

　固　定　資　産　合　計 0

資　　産　　合　　計 3,847,260

Ⅱ　負債の部
１　流動負債
未払法人住民税等 70,000
未払事務局運営委託費 300,000
前受会費 15,000

　流　動　負　債　合　計 385,000

２　固定負債
長期借入金 0
退職給与引当金 0

　固　定　負　債　合　計 0

負　　債　　合　　計 385,000

正　　味　　財　　産 3,462,260

第19期（2023年7月1日〜2024年6月30日）�特定非営利活動に係る事業�会計財産目録

2024年6月30日現在

科 目 金 額

特定非営利活動法人日本ガラパゴスの会
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特定非営利活動法人日本ガラパゴスの会

（単位：円）

Ⅰ　資産の部

１　流動資産
現金預金 3,847,260

　流　動　資　産　合　計 3,847,260

２　固定資産
土地 0
建物 0
車両運搬具 0

　固　定　資　産　合　計 0

資　　産　　合　　計 3,847,260

Ⅱ　負債の部
１　流動負債
未払法人住民税等 70,000
未払事務局運営委託費 300,000
前受会費 15,000

　流　動　負　債　合　計 385,000

２　固定負債
長期借入金 0
退職給与引当金 0

　固　定　負　債　合　計 0

負　　債　　合　　計 385,000

Ⅲ　正味財産の部
前期繰越正味財産 3,444,476
当期正味財産増減額 17,784

 正味財産合計 3,462,260

負債及び正味財産合計 3,847,260

科 目 金 額

第19期（2023年7月1日～2024年6月30日）　　特定非営利活動に係る事業　会計貸借対照表

2024年6月30日現在
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第 20 期 2024 年度（2024 年 7 月 1 日〜2025 年 6 月 30 日）事業計画 

第 20 期の事業方針及び事業計画は、以下のとおりである。 

（１） 環境教育・普及啓発事業 

このところの傾向として、自然環境や持続可能な社会への関心の高まりと共に、ガラパゴスで現

在行われている、保全と経済（観光）を両立させる「持続可能な社会」の構築に向けた様々な取

り組みに対して高い関心が寄せられている。特に子どもたちは授業で SDGｓを習ったり実践した

りして関心も高いことから、教育への講演活動や子どもたちへの出張授業に力を入れ、日本の環

境保全や持続可能な社会に向けた取り組みにも資する内容を提供する。また日本とガラパゴスを

繋げる様々な活動により、企業・団体間や個人間の関係性を深め、ガラパゴスにおける保全事業

への支援に繋げる。日本の世界自然遺産地域の管理に資するガラパゴスの自然管理や観光管理に

ついて紹介する。 

＊ 「ガラパゴス写真コンテスト」開催、および「ガラパゴスカレンダー」制作、発行。ファンド

レイジング／普及や環境教育ツールとしても活用する。 

＊ ガラパゴスコーヒーに関して、JAGAが進めるプロジェクトの推進のために、商社やコーヒー

豆購入者（リテイラー）との協働や販売の促進、また産地偽装品一掃のための取り組みなど

を進める。 

＊ 「体験学習ツアー」を企画・実施する。 

＊ その他、教育機関等での講演、講師の派遣、出版物への原稿提供や監修など。 

(2)情報収集提供事業 

常にガラパゴス現地の最新情報を正確に収集すると共に、正しい情報を分かりやすく提供する。 

＊ ホームページの活用を推進する。ガラパゴスの情報を積極的に発信する。 

＊ メルマガ、ホームページ・SNSを活用した会員や一般向けの情報発信を行う。 

＊ 教育・科学機関、科学番組への協力・監修、マスコミ対応、情報・写真提供など、随時。 

(3)環境問題全般情報収集提供事業 

近年関心の高まる海洋廃プラ、地球温暖化、リサイクル、SDGs などについて、情報収集・提供す

る。 

(4)ガラパゴスの環境保全活動の支援 

前年度に引き続き、CDFの行うプロジェクトを支援する。海鳥の生態調査、スカレシアの森林再生

事業、CDF視聴覚資料デジタル化事業を支援する他、CDFが行う喫緊の活動も支援する。必要に応

じて島民団体や教育団体の草の根活動などへの支援を行う。現地との連絡を密にするほか、ツアー

を活用して現地視察を実施し、ガラパゴスの現状やニーズについて把握し、必要な支援を行う。 

(5)国際協力事業 

ガラパゴスのゴミ問題の解決に向け、関係機関や企業と連絡・連携を強める。 

(6)調査研究支援事業 

保全研究において、研究者や関係者同士を継続して繋ぎ、情報交換できる仕組みを作る。 

(7)現地諸機関の運営支援事業 

東京都からの委託事業として、ガラパゴスと小笠原を繋ぎ、双方の保全に資する活動を行う。 

(8)その他、本会の目的を達成する上で必要な事業 

・企業や公的機関との関係を強化し、協働事業や支援の働きかけを行う。 

・NPOを対象にした企業のサービスを活用する。 

 



 2023年度 日本ガラパゴスの会(JAGA)総会資料

特定非営利活動法人日本ガラパゴスの会

科目

Ⅰ　経常収益

１　受取会費

受け取り会費 500,000 500,000

２　受取寄付金

一般寄付金 500,000
使途限定寄付 5,500,000 6,000,000

３　受取民間助成金

企業助成金、補助金など 0 0

４　事業収益
普及啓発事業 100,000
情報提供事業 100,000
東京都委託事業 4,000,000 4,200,000

５　その他収益

受取利息など 100 100

経常収益計 10,700,100 10,700,100

Ⅱ　経常費用

１　事業費
(1)　ガラパゴスに関連する環境教育及び普及啓発に係る事業

カレンダー事業、コーヒー事業 400,000

(2)　ガラパゴスに関連する情報の収集及び提供に係る事業

ホームページ、メールマガジン発行など 200,000

(3)　生態系等の環境問題全般に関する情報の収集及び提供に係る事業

0
(4)　ガラパゴスにおける環境保全活動の実施及び支援に係る事業

1)海鳥調査・海洋保全事業 200,000
2)スカレシア林再生事業 1,200,000
3)ダーウィン研究所図書室デジタル化支援事業 600,000
4)ダーウィン研究所運営支援 3,800,000

5,800,000
(5)　ガラパゴスに関連する国際協力に係る事業

(6)　ガラパゴスに関連する調査研究の実施、支援、及び研究者の支援に係る事業

(7)　ガラパゴスに関連する諸機関の運営又は活動に関する連絡、助言、援助に係る事業

東京都とチャールズ・ダーウィン財団連携協定関連事業 3,300,000
事業費計 9,700,000

２　管理費

シェアオフィス利用費 120,000
事務局運営管理費 600,000
通信費 60,000
会議費 20,000
交通費 50,000
消耗品費 40,000
雑費 40,100 930,100

経常費用計 10,630,100

当期経常増減額 70,000

法人税、住民税及び事業税 70,000
当期正味財産増減額 0
前期繰越正味財産額 3,462,260
次期繰越正味財産額 3,462,260

2024年度　活動予算書

第20期（2024年7月1日から2025年6月30日まで）

金額（円）


